





本研究は、 A特定機能病院の卒後 2 ~ 3 年目看護師 220 名に対し、日本版職業ストレス検
査 (OSI)用紙を用い、ストレスとその対処についての現状を調査したものである(回収数








ストレス源を持っ ていた。 これらから、 A特定機能病院の卒後 2~3 年目看護師に対し、個々
の能力に合わせた仕事の負担、役割、 責任の明確化をはかるとともに、仕事のやりがい感や
対人関係を良好にするための適切な支援や段階的教育の必要性が示唆された。
キーワード 卒後 2~3 年目看護師、職業役割、ス トレス反応、ス トレス対処
I はじめに
看護師の職業ス トレスに関する研究は、過去多く
















































































f支 A-3 躍昧感尺 ると感じているかを測定する尺度
割 度
検 役割区分
査 A-4 の不明瞭 仕事場面で役割葛藤をどの程度経験していると感じているかを測定する尺感尺度
A-5 責任度尺 |部定下するや尺同度僚への仕事を、どの程度負担させられていると感じているかを測度
A-6 物理的環 |個じて人いが職場でひどいる物尺理度的環境や労働条件1:'どの程度おかれていると感境尺度 るかを測定す
職業的ス 個人が仕事の質や成果に関して問題を抱えている程度、および個人の仕
B 8-1 トレス反 事に対する態度を測定する尺度応尺度ス 心理的スト 8-2 トレス反 個人が心理的あるいは情緒的な問題を感じている程度を測定する尺度レ
ス 応尺度
反 対人的ス
応 8-3 トレス反 個人の対人関係が崩壊する程度を測定する尺度
検 応尺度身体的ス査 8-4 卜レス反 身体症状や不健康な生活習慣を測定する尺度
応尺度
C C-1 レクレー |個度人が、余暇活動を行い、仇ぎや楽しみを得ている程度割問る尺ス ション尺
ト C-2 健康管理 |健いる康かにを留測意定しす、慢る性尺的度なストレスを軽減するために定期的な活動を行ってレ 尺度
ス ソー シャ 必要なときに、個人の身の回りに援助や支えを期待できると感じている程対 C-3 jレ・サ 度を測定する尺度処 ポート尺


















































師 ・助産師養成機関 3名 (2.1%)であった(教育機
関は卒業した学校すべてを挙げたもらったため重複




卒後2年目 63 43.2% 
卒後3年目 83 56.8% 
表2-2 診療科内訳と人数
内科系 44 30.1% 
外科系 34 23.2% 
ICU'救命 18 12.3% 
手術室 10 6.8% 
精神科 3 2.1% 
小児科 13 8.9% 
産婦人科 10 6.8% 










































































極めて高いものと肩平なものとが (-0.35 ~ 0.607 
の範囲)、混在する分布を示した。
3 卒後2年目と 3年目の OSIプロフイ ールの比
較(図4、図5、図6)
図4は卒後2年目、 3年目の経験年数について
職業役割検査の 6つの下位尺度平均値 (A1~ A6) 
を図示したものである。経験年数と職業役割検査尺
度との二元配置分散分析の結果、 有意差は得られ









よる多重比較 (MSe=59.42，LSD= 1.81)の結果、 B1
<職業的ストレス反応尺度>はB2<心理的ストレ
ス反応尺度>やB3<対人的ストレス反応尺度>






意差は認められなかった (F=0.76，df= 1/572， ns; 
F=0.80， df=3/572， ns) 0 すなわち、ストレス対処尺
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あると 言っ ている 。 A 病院の卒後 2~3 年目看護
師の多くは、職場や家族、友人からのサポート体制
が整っており 、ストレス対処法をそれぞれ実践でき
ているといえる 。 吉田ら 7) は、卒後 2~5 年目の
看護師のストレス反応を軽減させるためには、「仕
事の困難さ」を解消するような支援 ・研修が望まれ
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